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選挙管理委員会

PTA

活動開始

4月

選挙の為の
懇談会※1

9月

自分の考えを表明し、
お互いを理解しよう

選挙※2(推薦投票)

役員候補者選出

10月

会員全員が候補者！全員が投票！
無駄のない1票で役員候補者を選出

役員候補者発表
※3規定4該当者申し出

役員候補者に
よる互選会※4

11月～

選挙で選ばれた候補者同士
が話し合って選出する

10名の

役員選出※5

会長 1名 副会長 4名
庶務理事 3名 会計理事 2名

PTA総会で

役員承認

3月

次期PTA発進

※1 懇談会

※2 選挙

※3 規定4

※4 互選会
※5  

：選挙管理委員会主催のもと、選挙前に行われる会長の「役員や、PTA活動に対する考えと次年度の役員選出における
討論および役員候補の意思確認」の場。PTA会員同士のお互いを理解するための大切な会なので、必ず出席しましょう。

：役員候補者を選出するもの。会員全員が投票の対象者で、全員が投票。ただし、6年及び原則として1学期終業式以降の転入
の会員を除く。
：過去1年以上役員をした人は、本人の申し出があれば役員候補者から外すことができる。
：役員候補者が集まり、話し合いによって次期役員を選出。

役員選出数は検討委員会で検討しています。検討委員会とは、規約や決まり事を改正する際にその件を検討する臨時で作られる委員です。今年度は、役
員増員の規約改正について検討することになり、検討委員会が立ち上がりました。現在、規約上では役員の定員が7名となっていますが、昨今の保護者の
状況から2年前より10名に増やして検証してまいりました。3月の総会で7名から10名への規約の改正をするのですが、その際のルール作りやプラス面
マイナス面を1年かけて検討していきます。
検討委員会の委員は1回にカウントはされず、今回は前年副会長4名と
選管経験者2名の計6名で構成されています。
増員については7月の運営委員会で承認を得る予定です。


